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バングラデシュにおけるエピ養殖の土地生産性とリスク軽減策
ーシャトキラ県 2 村の事例分析ー
The Productivity and Risk Reduction of Shrimp Farming in Bangladesh: 
A Case Study of the Two Villages in Sa tkhira District 
志賀 あゆみ(国際開発学分野)
【目的】バングラデシュは，人口の約 3 1.5%が貧困層で，所得レベルが「低所得」に分類
されるなど，その貧困問題は深刻である.特に，大半の貧困層が農村部に集中しており，
農家の所得向上が望まれている.このような経済状況の中， 1980 年代以降の世界的なエビ
需要を背景に，輸出志向型のエピ養殖が本格的に開始され，現在では 120 万人の雇用を創
出するなど，重要な産業に成長しつつある.しかし， 1990 年代から世界各地で報告されて
いる病害は同国も例外ではなかった.1994 年に初めて報告されると その後の被害は拡大
し続けている.これまで，バングラデシュのエビ養殖と病害に関して生物学の観点から病
害の原因分析，社会経済学の観点から病害が小規模経営農家に与える影響といった研究が
行われてきた.しかし，農家の土地生産性とリスク軽減策といった観点からの研究は十分
になされてこなかった.そこで本研究では，エビ養殖経営技術の観点から，生産低リスク
化のための飼育環境，養殖密度の 2 点に焦点を当てた分析から，農家の所得水準向上への
効果について考察を行う.
【方法】まず，エビの国際市場の動向，世界やバングラデシュにおけるエピ養殖方法の特
徴，病害の変遷といった研究の背景を整理し，本研究の位置付けを明確にした.次に，
2013 年 8 月 30 日から 9 月 10 日にクルナ管区シャトキラ県シェムナゴール群の 2 村にお
いて土地持ち農家(うちエビ農家 28 人その他農家 21 人)を対象に実施した現地調査によ
って得られたデータを用いて，調査対象地域と農家の特徴を整理し，エビ養殖への参入要
因(経営面積)，土地生産性(単収入病害発生回数の要因についてそれぞれ分析を行った.
【分析結果】まず，エビ養殖農家はその他農家に比して多くの所得を得ていることが示さ
れた.参入の条件として，全所有農地面積が大きいこと，高学歴であること，技術普及員
(政府・ NGO)による訪問経験があることが上げられる.単収を向上させる条件として，病
害の経験値をより多く積んでいること，外部情報源(政府， NGO，肥料商店，海外企業など)
へのアクセスをしていることが上げられる.さらに，病害発生回数の抑制には経営経験年
数が長いこと，外部情報源へのアクセスをしていること，過去に多額の最高損失額
(300000Tk 以上)を出した経験があることが上げられる.
【結論】分析より，生産低リスク化に向けた技術選択と所得水準の関係性を説明すること
が出来無かったことから，農家が認識し，実践している「適切な技術」が病害に対して必
ずしも効果のあるものではないことが明らかとなった.ただし，病害低リスク化を図ろう
とする意識を持ち，外部情報を積極的に取り入れている農家はそうでない農家より多くの
所得を得られる可能性があることを示すことが出来た.また，外部情報源へのアクセスの
経験は，病害発生回数を減少させる傾向も示されたことから，今後は技術普及サービスの
さらなる拡充が必要だと考えられる.
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